
楠公の里瓦版
金剛山千早赤阪倶楽部

E_Mail: kongomt.chihaya.akasaka.club@gmail.com
HP : http://www.kongozan-chihayaakasaka-club.com

（連絡先） 西野敏彦 090-6326-0497
 東條久男  090-1594-5064

(広  報） 大西新二郎 090-7756-7999

第１２７号 令和７年 ２月２８日

☆日 時：令和７年２月２２日（土）

☆参 加 者：花岡多津、松田玲子、西野敏彦、日谷修、

(受付順) 日谷洋子、阿部浩司、山本庄一郎、

 五十嵐邦子、東條久男、千福明子、

辰巳晃、

足谷新林道登山
２月２日に予定していた金剛山登山が雨天中止となりました。今回は雪中登山も兼ねて、日暮から電

波塔跡近くまで新しく林道が付けられたので、偵察に行くことにしました。

二河原辺集会所に９時に集合。初参加の千福さんの紹介後、軽トラ２台（西野車、東條車）に分乗し、

足谷林道を登りました。休場、持講を過ぎ、岩坂からきゅうに積雪が増え、雪道になりました。以前は日

暮の滝近くが崩れていましたが、整備されていました。

日暮からは沢沿いに林道が付けられていました。沢を横切り、日暮新道の取り付きを横切り尾根をジ

グザグに登っていきます。当倶楽部が開拓した日暮新道と桐山道の合流に出ました。林道はまだまだ上

に伸びていますが、登山道から離れていくのでそのまま桐山道に入ります。杉林を急登、標識を立てる

場所を確認しました。１０年前に立てた標識は朽ちかけていました。風で枝に乗った雪が首に入り、冷た

かったです。水越道に合流、ここで辰巳さんと別れ、山頂へ向かいました。セトを過ぎ、１０町石から風が

強く、寒くなりました。12：35、山頂着。気温マイナス６度。昼食後のデザートが振舞われました。13：30の

ライブカメラ撮影後、登ってきた道を下山しました。東條車荷台に全員乗車して集会所に無事下山しま

した。

一応、足谷新林道と呼ぶことにしますが、林道にしては急なところがあります。今後、どのように利用さ

れるのでしょうか。新林道を利用して登るのは楽ですが、距離があるので時間がかかると思われます。黒

栂谷からセトのほうに、以前から林道が来ていますが、これと合流されるのでしょうか？ 東條  記

＜事務局からのお願い＞
 
 金剛山千早赤阪倶楽部では、倶楽部員を募集しています。登
山・登山道の整備等々に興味のある方ならどなたでも参加いた
だけます。
  入会金・会費は不要です。(但し､保険料含む300円/回を徴収)
入会をご希望の方は、各月の活動日に直接、集合場所にお越
しください。
  お問合せ等は、右の連絡先又はメールでお願いします。

〈コースタイム〉 二河原辺集会所9:00集合、9:20出発→

日暮9:50出発→桐山道合流10:40→セト11:45→

山頂12:35～13:35→日暮15:10→集会所15:35着



＜次回のご案内＞

＊昼食・お茶は各自ご用意下さい＊

● ３月２３日（日）  

集合場所 二河原辺集会所

時 間 ９時集合

※ 電車で来られる方は、富田林駅からバスで「森屋」まで来て下さい。

「森屋」バス停まで送迎できます

＜活動予定＞ 〇看板製作、新林道の分岐点、桐山道に設置されている標識の更新

＜富田林 ⇒ 森屋 バス時刻＞ 富田林駅前（発） ８：３５（千早赤阪村立中学校前）

日暮から出発！
すでに雪が積もっています。

安全に！楽しんで！

【新加入 千福さんの感想】デビュー登山は雪景色 森屋で生まれ育ち、東阪に嫁ぎ、生粋の村人ながら…

千早赤阪でこんなにたくさんの綺麗な雪を踏みしめたのは初めてでした。二河原辺橋から奥は全くの未知の
世界。足谷林道なんてステキ過ぎます。「日暮」の看板を真ん中に記念撮影。いよいよ探索開始です。真っ
すぐに伸びた杉やヒノキの森の中、先達に導かれてこそ分かる古道の時々に、黄色い看板と真新しい町石
がリンと立っています。道らしきモノは全然分からんけれど、間違いなく進んでいる安心感にこっそり胸をなで
下ろしながら黙々と進むと突然の人工物「電波塔」に到着。そしてようやくの大休憩です。全く金剛山倶楽部
の皆さまはタフ過ぎます。登る登るひたすら登る。すると何となくの人の声。そう、赤坂古道を歩いてらっしゃ
る方がいるんですね。感動です。樹氷や霧氷の木々の間を抜け、ようやくセトを越えてゴールが見えてきまし
た。山頂の気温はマイナス６度。昼食を取り、お約束のライブカメラに収まって下山です。尾根伝いの道から
「岩湧山」と「南葛城山」の遠望を眺めウットリ。登るには体力、下るには技術と言われるそうで、慎重に足を
運びながら進みます。「日暮」の看板が見えた時はまるで夢から覚めたよう…アイゼンを外したら急に現実世
界に戻ったように思いました。２月の例会は青空が見えたり、粉雪が舞ったりしましたが、お天気は良好。素
晴らしい先輩方と真冬の金剛登山を堪能しました。これからは、このステキなフィールドで何が出来るかしら
…ドキドキとワクワクのデビューでした。

雪景色、美しい！

山頂に到着！
マイナス６度！！温かい飲み物で

生き返る～。

無事下山！
お疲れさまでした！
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